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月
は
安
全
就
業
強
調
月
間
で
す 

                              

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
2
ヵ
月
弱
、
今

年
度
２
回
目
の
安
全
就
業
強
調
月
間
を

迎
え
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
職

場
や
活
動
で
は
、
引
き
続
き
交
通
安
全
・

安
全
就
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い

ま
す
で
し
ょ
う
か
？ 

会
員
の
皆
様
が
、
セ
ン
タ
ー
で
楽
し
く

充
実
し
た
仕
事
を
す
る
た
め
に
は
、
何
よ

り
も
安
全
と
健
康
が
大
切
で
す
。
安
全
管

理
推
進
委
員
会
で
は
、「
安
全
就
業
強
調

月
間
」
を
中
心
に
、
行
き
帰
り
の
交
通
安

全
、
安
全
就
業
、
健
康
管
理
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
今
年
度
も
既
に
傷
害

事
故
５
件
、
賠
償
事
故
４
件
が
発
生
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
特
に
７
月
に
は
、
会
員

の
業
務
上
の
不
注
意
に
よ
り
、
賠
償
額
が

多
額
な
賠
償
事
故
が
発
生
し
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
総
合
保
険
が
一
部
し
か

認
め
ら
れ
な
い
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。 

７
月
の
会
報
で
も
書
き
ま
し
た
と
お
り
、

傷
害
事
故
は
、
会
員
ご
自
身
や
ご
家
族
に

大
き
な
負
担
と
な
る
と
と
も
に
、
職
場
の

仲
間
に
も
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
賠
償
事
故
は
、
セ
ン
タ
ー
の

信
用
・
信
頼
を
貶
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。 

安
全
管
理
推
進
委
員
会
で
も
、
7
月

と
同
様
に
、
委
員
が
各
就
業
先
を
職
場
訪

問
し
、
安
全
チ
ェ
ッ
ク
や
安
全
意
識
の
啓

発
活
動
等
を
行
う
予
定
で
す
。 

こ
れ
か
ら
は
、
日
一
日
と
日
没
時
刻
が

早
く
な
り
、
皆
様
の
仕
事
帰
り
が
薄
闇
の

中
と
い
う
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
自

転
車
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、
早
め
に
ラ

イ
ト
を
点
灯
し
、
車
や
歩
行
者
に
も
わ
か

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

特
に
、
小
雨
で
薄
闇
の
場
合
な
ど
は
、

視
界
も
非
常
に
悪
く
、
過
去
に
は
大
き
な

事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。 

就
業
で
自
転
車
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、

歩
行
者
等
に
怪
我
を
さ
せ
た
場
合
な
ど
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
総
合
保
険
が
適
用

さ
れ
な
い
事
例
も
あ
り
ま
す
。
自
転
車
総

合
保
険
へ
の
加
入
な
ど
万
一
の
場
合
の

備
え
を
、
こ
の
機
会
に
見
直
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。 

「
安
全
は
心
と
か
ら
だ
の
管
理
か
ら
」

み
ん
な
で
協
力
し
あ
い
、
事
故
の
未
然
防

止
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
に
取
り
組
み
、

月
間
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！ 

【
安
全
管
理
推
進
委
員
会 

委
員
長 

 

大
森 

 

定
延
】 
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一瞬の気持ちの緩みが 

事故を呼ぶ 

ひとりひとりが注意しあい、確認し、 

気をつけよう！！ 
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交
通
安
全
講
習
会
開
催
報
告 

10
月
10
日
（
水
）、
立
川
市
女
性
総

合
セ
ン
タ
ー
ア
イ
ム
の
ホ
ー
ル
に
て
、

「
交
通
安
全
講
習
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

当
日
、
176
名
の
会
員
の
皆
様
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
回
は
、
講
師
に
立
川
警
察
署
交
通

課
交
通
総
務
係
か
ら
春
田
係
長
と
小

川
係
長
ほ
か
１
名
を
お
迎
え
し
、「
高

齢
者
の
交
通
安
全
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
と
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
啓
発
や
事
故

事
例
の
紹
介
な
ど
を
中
心
に
、
交
通

ル
ー
ル
遵
守
等
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
外
部
講
師
に
よ
る
「
体
験
型

交
通
安
全
指
導
」
に
お
い
て
は
、
安
全

管
理
推
進
委
員
会
委
員
や
会
員
が
ス

テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
ス
ク
リ
ー
ン
上
に

映
し
出
さ
れ
た
映
像
を
見
な
が
ら
、
歩

行
者
の
目
線
・
運
転
手
の
目
線
等
の
違

い
、
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
の
速
度
へ
の
感

覚
、
距
離
感
な
ど
を
体
感
し
な
が
ら
道

路
を
横
断
す
る
際
の
模
擬
体
験
を
し

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
は
、
講

師
か
ら
注
意
す
べ
き
点
な
ど
詳
細
な
説

明
が
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
常
日
頃
か
ら
意

識
し
、
就
業
や
地
域
で
の
活
動
に
お
け

る
交
通
安
全
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

            

                              

賠償事故 10月 19日現在 

発生月日 
職種・ 

活動内容 
発生状況 

4月 10日 

リサイクル

ショップ 

西砂 

リサイクル家具を発注者宅に納入した

際、食器棚の底の釘が出ていることに

気づかずに床の上を滑らせ、床に傷を

つけた。 

6月 8日 植木剪定 

就業の際、隣家に許可を得て入ったが、

退出時に磁器質タイル（手作り）を踏

み、破損させた。 

7月 7日 駐車場管理 

入出庫が重なり、入庫する車の車種や

タイヤ幅等の確認が疎かになったため、

タイヤ幅の合わない車を入庫させてし

まい、ホイールに傷がついてしまった。 

7月 11日 植木剪定 

植木廃材を荷台からおろす際、荷台の

扉(観音開き)の留め金の片方を固定し

ないまま荷台を傾けてしまい、扉が戻っ

てきてしまった。その扉は作業員が押

さえていてくれたため作業を続けたが、

廃材を降ろし、最後に荷台に残った廃

材を出し切るため車を前進させた際、

車両横にあった柱と車両の間に作業員

が挟まり、けがを負わせてしまった。 

傷害事故  

発生月日 
職種・ 

活動内容 
発生状況 

4月 17日 見守り活動 

自転車で見守り活動中、Ｔ字路右側から

走行してきた幼児二人乗り自転車と衝突。

右半身、特に膝を打撲。 

6月 11日 除草作業 

就業後、雨の中を自転車で帰宅途中、赤

信号で止まろうとしたところ、着ていた

雨合羽の裾が靴の裏まできており、滑っ

て転倒した。 

7月 18日 
体育施設 

管理 

休憩時間に自転車で最寄りのコンビニへ

行き、就業先へ戻る際、交差点の横断歩

道を青信号で渡ろうとしたところ、左折

してきたトラックに自転車の後輪に接触

され転倒した。 

8月 27日 植木剪定 

就業中、高さ 50㎝ほどの花壇に設置され

たフェンス（高さ約 40㎝）を跨いだ際、

足を滑らせ花壇から転倒（転落）した。

その際、フェンスが臀部へ９㎝ほど刺さ

り負傷した。 

10月12日 

リサイクル

ショップ 

西砂 

資源貯蔵棟にて衣類抜き取り作業後、鉄

かごから踏み台に片方の足を乗せて降り

ようとしたところ、かごに足を引っ掛け

転倒した。頭部等を打撲し、脳震盪を起

こしたため、大事をとって病院へ搬送し

た。 

平成 24年度事故発生状況 

交通総務係長の講話 

交通安全模擬体験 
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習字の時間 

絵手紙作り 

『
上
半
期
の
契
約
金
額
』 

上
半
期
の
事
業
は
、
適
正
就
業
の
確
保

の
た
め
に
一
部
の
契
約
を
終
了
し
た
こ
と

も
あ
り
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
な
る
と
考

え
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
サ

マ
ー
学
童
事
業
や
除
草
作
業
・
管
理
・
清

掃
な
ど
で
の
新
規
受
託
や
葬
儀
事
業
の
実

績
回
復
等
に
よ
り
、
上
半
期
の
契
約
金
額

は
４
億
１
＊
４
４
８
万
円
余
と
な
り
、
前

年
度
比
1.11
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。 

下
半
期
に
向
け
て
は
、
受
託
内
容
の
変

更
や
業
務
を
受
託
し
て
い
る
施
設
の
改
修

等
に
よ
る
業
務
の
休
止
や
終
了
に
よ
り
、

大
幅
な
減
額
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
理
事

と
職
員
の
企
業
・
事
業
所
訪
問
に
よ
る
就

業
開
拓
・
開
発
、
普
及
啓
発
活
動
月
間
の

設
定
な
ど
セ
ン
タ
ー
事
業
の
紹
介
に
努
め
、

一
層
の
事
業
拡
大
に
努
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

『
サ
マ
ー
学
童
事
業
』 

夏
休
み
の
期
間
だ
け
子
ど
も
た
ち
を
預

か
る
「
サ
マ
ー
学
童
保
育
所
」
を
受
託
し

ま
し
た
。
サ
マ
ー
学
童
保
育
所
は
小
学
校

が
夏
休
み
で
授
業
が
な
い
期
間
、
共
働
き

の
家
庭
な
ど
か
ら
「
日
中
、
子
ど
も
を
預

け
ら
れ
る
保
育
所
を
開
設
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
声
を
受
け
て
、
立
川
市
が
開
設
し

た
も
の
で
す
。
今
回
は
、
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
待
機
児
童
の
多
い
地
区
の
第
二
小
学

校
に
開
設
し
ま
し
た
。 

立
川
市
か
ら
は
、
サ
マ
ー
学
童
で
は
、

小
学
校
の
教
室
を
利
用
し
て
い
る
た
め
、

工
作
や
料
理
な
ど
を
授
業
形
式
で
行
っ
て

ほ
し
い
と
の
希
望
が
あ
り
、
絵
手
紙
や
竹

と
ん
ぼ
づ
く
り
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
や
料
理

な
ど
当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
経
験
と
知
識

を
活
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
ま
し
た
。

終
了
後
の
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
高
い

評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
葬
儀
事
業
、
学
校

パ
ソ
コ
ン
保
守
管
理
に
続
く
特
色
あ
る
事

業
を
新
た
に
開
発
で
き
、
来
年
度
以
降
の

事
業
展
開
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

        

 

           

          

就業情報［2012.10.1現在］ 

会員さん向けのお仕事の情報を掲載します。 

詳しくは、本部事務局にお問い合わせください。 

同様の情報を本部事務局にも掲示しております。 

植木剪定作業 

就 業場 所     立川市内 

年 齢    ６５歳まで 

人 員    若干名 

就 業内 容     一般家庭等の植木の剪定・整枝 

就 業条 件     平日 午前８時頃～午後５時頃の間 

(繁忙期は土日祝にも作業あり) 

就業開始日    平成２５年２月～ 

その他事項    応募者と面接の上説明します。 

応 募期 限     平成２４年１２月１４日 

応 募 先     本部事務局事業係 ０４２－５２７－２２０４ 

担当 青木、井林 

上
半
期
の
運
営
状
況 

『
就
業
情
報
の
掲
載
・
掲
示
を

始
め
ま
し
た
』 

当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
新
規

の
受
注
、
増
員
、
欠
員
補
充
の
た
め
、
就
業

情
報
の
掲
載
を
始
め
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
情

報
を
セ
ン
タ
ー
本
部
事
務
所
の
１
階
事
務
所

掲
示
板
に
掲
示
し
ま
す
。
ご
希
望
の
職
種
が

掲
載
・
掲
示
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ご

活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

読み聞かせのスタッフと

子どもたち 

（ホームページに掲載している内容です） 
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◆ 

相
談
窓
口
か
ら
の
お
知
ら
せ 

総
合
相
談
窓
口
で
は
、
今
年
度
か
ら

会
員
の
皆
様
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る

「
総
合
相
談
日
」
を
毎
月
１
回
開
設
し

て
い
ま
す
。
就
業
に
関
す
る
相
談
、
い

ろ
い
ろ
な
活
動
に
関
す
る
相
談
な
ど
対

応
い
た
し
ま
す
。
日
程
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。
相
談
希
望
の
方
は
、
事
前
に

ご
予
約
く
だ
さ
い
。 記 

11
月
14
日
（
水
）
・
12
月
12
日
（
水
） 

1
月
16
日
（
水
） 

午
前
9
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分 

相
談
時
間
は
約
30
分
で
す
。 

相
談
申
込
先 

本
部
事
務
局
総
務
係 

五
二
七
ー
二
二
〇
四 

◆ 

配
分
金
振
込
日
の
予
定 

こ
れ
か
ら
の
配
分
金
の
振
込
日
は
次
の

と
お
り
で
す
。 

10
月
分 

 

11
月
20
日
（
火
） 

11
月
分 

 

12
月
20
日
（
木
） 

12
月
分 

 

1
月
18
日
（
金
） 

    

【

俳

句

】

 

も
の
が
た
る
農
の
皺
の
手
草
茂
る 

開
拓
の
苦
労
話
や
涼
み
台 

荒
る
る
庭
青
鬼
灯
の
ほ
の
明
か
り 

若
葉
町
第
１
班 

馬
場
和
徳 

【

短

歌

】

 

好
々
爺
我
が
カ
ナ
リ
ヤ
と
夏
は
来
ぬ 

う
ち
わ
の
風
を
共
に
涼
み
ぬ 

子
育
て
は
祈
り
で
あ
る
と
の
た
ま
わ
り 

皇
后
陛
下
は
庶
民
の
誇
り 

葵
ち
ゃ
ん
地
上
の
風
は
計
ら
ず
も 

父
母
の
愛
も
て
今
花
と
な
れ 

砂
川
町
第
３
班 
相
良
弥
栄
子 

 

振
り
込
め
詐
欺
に 

ご
用
心
！！ 

 

立
川
警
察
署
管
内(

立
川
市
、
国
立

市)

で
は
、
振
り
込
め
詐
欺
が
多
発
し
て

お
り
、
８
月
末
現
在
で
約
２
億
５
千
万

円
の
被
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
特

に
、
立
川
市
内
で
は
８
月
末
現
在
で
28

件
発
生
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
こ
れ

は
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
だ
と
の
こ
と
で
す
。

立
川
市
生
活
安
全
課
か
ら
も
、
被
害
者

が
高
齢
者
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
、
当

セ
ン
タ
ー
に
も
会
員
の
皆
さ
ん
へ
の
啓

発
を
十
分
行
う
よ
う
要
請
が
あ
り
ま
し

た
。 立

川
市
内
で
は
、
息
子
・
娘
・
孫
な

ど
の
家
族
・
親
族
や
市
職
員
を
か
た
っ

て
、
現
金
を
振
り
込
ま
せ
た
り
、
現
金

を
用
意
さ
せ
て
受
け
取
り
に
行
く
な
ど

の
手
口
が
多
い
そ
う
で
す
。 

以
前
に
も
チ
ラ
シ
を
お
配
り
し
ま
し

た
が
、息
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
か
ら「
携

帯
電
話
の
番
号
が
変
わ
っ
た
」
な
ど
の

電
話
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
は
「
振
り
込

め
詐
欺
じ
ゃ
な
い
か
と
疑
っ
て
み
る
」

こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
よ
う
な
電
話

を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
必
ず
ご
家
族
に
相

談
・
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ご
家
族
が
遠

方
な
ど
で
連
絡
が
と
り
に
く
い
方
は
最

寄
り
の
交
番
や
警
察
署
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。 

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
お
互
い
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
！ 

   

   
お

知

ら

せ

コ

ー

ナ

ー 

編 

集 

後 

記 

今
年
も
余
す
と
こ
ろ
二
ヶ
月
に
な
り
猛

暑
だ
っ
た
の
が
嘘
の
よ
う
に
も
う
年
賀
状

の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。 

先
日
、
家
事
の
傍
ら
見
る
と
も
な
く
つ

け
て
い
た
テ
レ
ビ
番
組
で
書
道
家
武
田
双

雲
氏
が
興
味
深
い
発
言
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。 「

年
賀
状
は
上
手
に
書
け
な
く
て
も
、

相
手
に
ど
ん
な
言
葉
を
贈
り
た
い
か
が
大

事
」
・
・
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
し
た
。 

政
治
の
混
迷
、
異
常
気
象
、
社
会
不
安

等
、
両
手
を
挙
げ
明
る
い
未
来
が
あ
る
と

は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。 

か
つ
て
は
想
像
だ
に
し
な
か
っ
た
よ
う

な
事
が
、
現
実
の
問
題
と
し
て
起
き
て
し

ま
っ
て
い
る
昨
今
で
す
。 

そ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
つ
つ
が

な
く
毎
日
を
送
れ
る
幸
せ
を
噛
み
締
め
、

大
事
な
方
に
は
来
る
年
を
穏
や
か
に
過
ご

し
て
頂
け
る
よ
う
願
い
を
込
め
て
年
賀
状

を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
編
集
委
員 

 

奥
田 

信
代
） 

 

短
歌
・
俳
句
・
川
柳 

会

員

の

作

品 

訃

報

（
敬
称
略
） 

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

上
砂
町 

 
 

第
１
班 

岩
井
省
三 

幸 

町 
  

 

第
２
班 

中
村
敏
夫 

一
番
町
・
西
砂
町  

第
２
班 

山
崎
壽
夫 


